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は じ め に
.'現在,'日本 の野外教 育(OutdoorEducation)の分野 に おいては,環 境 教育,自 然 保護 教育,冒
険 教 育,体 験教 育,野 外 レク リエ 一一シ ョンな ど,1野外教 育 に関連 す る言 葉 として さ まざ まな用語 が
さまざまな形で使われてい る。 これらは時には同 じ意味で用い・られた り時には全 く異な った意味で
用いられる場合 もある。中で も最近盛 んに使 われるようになって ぎた環境教育 とい う用語について
は これ まで使われてきた野外教育に対 して時 には上位概念 として使われた り,ま た時には下位概念
として使われるなど両者の関係が曖昧な まま使われているのが現状であ る。 これは一つには野外教
育の扱 う分野が非常 に複雑多岐に渡 っていることとさらにはさまざまな分野の指導者がそれぞれの
立場で野外教育の指導に携わ ってきていることが大 きな原因とな ってい る。
野外教育に関わ る関連用語はそれぞれが野外教育の歴史的発展過程の中で生 まれて きた ものであ
、
り,そ れぞれの用語の本来の意味 を明確に してい く鳶めには まず野外教育の基本的な定義 とその考
え方 を明確に し,そ の上 でそれぞれの用語が複雑な要素を持つ野外教育0ど の部分 と密接な関わ り
を持 ってい るのか を明 らかに して い く必要 があ ろ う。 こ こで は野 外教 育(OutdoorEducation).の
定 義 と して 用 い ら れ る こ との 多 いOutdooreducationiseducationin,abQut,andfortheout一
doorsとい う定義を中心に して野外教育 とそれを取 り巻 くさ まざまな関連用語 との関係について論
じてみたい。
1.用 語 としての 「野外教育」が出現する時代背景について 、
野外教育は学校教育の カ リキ ュラム内容 を充実させるための一方法であ るとか学習を進めてい く
上でのアプローチの一つであるとして学校教育 と深 く関連 した用語 として考 えられてい る。 しか し
本来は1940年代から1950年代にかけてそれ まで行なわれていたキ ャンプと学校教育 を深 く関連付
けるもの としてアメリカで使われるようになったものであ る。当時野外教育界の り一ダーであった
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L・Bシ ャ ー プが そ れ まで 使 わ れ て い たCampingEducationやSchoolCampingZ'.代わ る ・もの と
して使 い 始 め た もの であ り,同 じく後 の野 外教 育 を リー ドして い くジ ュ リア ン ・ス ミスが広 く教 育
界に定着 させてい った用語 であ る。当時か らアメリカでは長期の耳季休暇 を利用 した一 ヵ月 やニ カ
月 に及 ぶ サ マ ー キャ ンプが盛 ん であ ったが これ らは い ず れ もプ ラ イベ イ トに運 営 されてい る もの で
あ り学校 が主催 とな って行 なうものではなか った。自然の中で行なわれるキャンプに多 くの教育的
意義を認めた初期の指導者たちは次 にこれらをなんとか学校の中に定着 させ ようと努力 しは じめた。
しか し,地 域住 民 の税 金 で運営 されて い る コ ミュニテ ィース クー ルの 中に キ ャンプ を定 着 させて い
くため には レク リエ ー シ ョン的 な 内容 が多 か ったca皿pingeducationやSchoohampingの内容:
を変え るとと もに名称 も変えて地域住民の同意 を得 る必要があ ったため,学 校教育的なイ メージの
強い野外教育 とい う用語 を用いるようにな ってい った。学校 や公共機関,青 少年教育団体な どの主
催 で行 なわれ るキャンプや宿泊体験等が野外教育 と呼ばれるようになってい った背景 にはこの よう
な事情 が存在 している。 そのため,そ の ころ野外教育 と呼ばれていた主に キャンプを中心 とし.た活
動 を見 てみ る と,当 時 か ら既 に レク リエー シ ョ・ン的な ア ウ トドア ー スポー ツを中心 と した もの と学
校 教育 の カ リキ ュラムに関連 した もの を中心 に した ものの 二 つの傾 向が あ った こ とがわ か る。今 日,
野外教育の定 義とその考え方,特 にその 目的については さまざ まな解釈がな されているが基本的 に





これ まで,野 外教育については数多 ぐの概念規定がな されてい るがそれ らを広 く統括 した野外教
育 の定 義 とLて 最 も多 く用 い られてい るの がoutdooreducationiseducationin,about,andfor
theoutdoors'とい う定 義 で あ る。(こ のoutdoorsの部 分 を'out-of-doorsとす る定 義 も よ く見 受 け
られ るが一 般 にはoutdoorsの方 が よ く用い られてい る。 この 点 に関 しては 後 の章 で触 れ る。)こ
の定義は野外教育の行なわ れる場所やその扱 う内容,目 的を最 も簡潔に表 しているものとして よ く
使 われるが逆にその簡潔 さ故に さまざ まな解釈がな されてお り野外教育 を考 えるうえで混乱 を生 じ
させ る原 因 と もな ってい る。以 下に あ げた 文 章はERIC(EducationalResourceInformation
Center)の刊行物 に掲載 されている野外教育の定義 とその考え方 に関する ものの一部である。 この
ERICの 野外教育に関す る定義は野外教育の内容を最 も良 く表 しているものであ るとして,1986
年,野 外教育審議会に採用 された ものである。野外教育審議会(CoundlonOutdoorEducation)
は1960年代 に発 足 し,当 時 の審議 会 の正式 名称 はCouncilonOutdoor'EducationandCamping
でCampingとい う用語 も含 まれて い た。 しか しその後,良 く考 え られた キ・ヤンプ プ ログ ラムは そ
れ自体が野外教育 そめ もめ を例証す るものであ るとい うことから ・Campingとい う用語 を外 して現
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在の形 にな った。 フ ィリス ・フ ォー ド女史 は この審議会 の 中心 的な人物 の一人 であ り,Principles
andPracticesofOutdoor/EnvironmentalEducationの著 者 と し て もよ く知 られ て い る。 以 下
にあげた定義は彼女がその著書の中で展開 してい る野外教育論を強 く反映 した内容:とな っている。
AdaptedfromtheCouncilonOutdoorEducationPositionstatemeht
現在,野 外教育に関 しては全国的に標準化 された カリキュラムは まだ存在 していない。 また,野
外教育に関する知識や能力の測定方法 も標準化 されていない。 しかし,野 外教育 プログラムは現 在,
小学校,中 学校,短 大,総 合大 学,ユ ースキ ャン プ,各 地 の レク リエー シ ョン局,企 業等 で広 く用
い られて い る。 また その プログ ラムを指 導す る者は,小 学校 の教 員,体 育教 員,.生物 学 者,資 源管
理 者,レ ク リエ ー シ ョン指導者 な どさ まざ まであ る。 彼 らは いずれ も野 外教育 プ ロ グラム を提 供 し
て.おり,彼 ら自身を野外教育者であるとみな している。野外教育はその範囲が学校か らレクリエー
シ ョン局,青 少年関連団体,自 然保護団体,資 源管理局な ど社会のさまざまな局面 にまで及 んでい
る。 そのため野外教育はさ まざまな観点からさまざまな定義付けが行 なわれる結果を招いている。




この定義には,① 学習が行なわれる場所,② 教えられるべ き内容(テ ーマ),③ 活動の目的 が実
に よ くあ らわ されてい る。
カナ ダやオ ー ス トラ リア,イ ン グ ラン ド,そ してア メ リカの人 々に とっては野外 教育 とは ハイ キ
ン グや キ ャンプ,カ ヌー な どの レク リエ ーシ ・ン的 な活 動 をさす とと もに カ リキ ュラム内容 を充 実
させるための方法,体 験学習のためのプロセスであると考 えられている。あ る人 は場所 を指す とい
い,ま たあ る人 は教 え られ るテーマ ・内容 を指 す と言 う。野外 教育 は広 くは カ リキ 三ラム や行 動,
レク リエ ー シ ョン,自 然保護,あ るい は また キャンプや サ バ イバ ル的 な 内容 を も含 んで い る。
しか し,最 も中心 とな るべ き ものは野外 に関す る教 育rす 永 わ ちabouttheoutdoorsではな か
ろ うか。 そ して その 肉付 け として 自然の 中で(in),私達 を敗 り巻 く 世界 に関 す る 知識 ・技 術 ・態
度 を:発達 させ る ことを 日的(COI)に行 な われ る教育 と して とらえ るべ きでは な いだ ろ うか。
この定義における(in)とは,野 外教育 が行 なわれる場所 を示 しており,野外教育 が工場に囲 ま
れたような学校の校庭は もちろん遠 く離 れた大 自然の中 まであ らゆる場所で可能であることをあら
わ している。空 き地 や公園,汚 水処理施設,動 物園な どさまざまな場所は直接体験 やテドマへの直
接的 かかわ りあい,.相互作用や社会化り助けとなる。
(about)は野 外教育 で扱 うテー マは何 か を示 して お り,.その テーマは 自然 その ものや国 民 の生
環境に関連 した文化的側面 を扱 うものである。 ここではあ らゆることが えられる。数学,生 物学,
地 質 学,コ ミュニ ケの シ 嶺ン論,.歴史`政 治学,芸 術,身 体技 能,を して忍耐 まで。 しか し,,これ
らの学習は全て野外 とい う状況の中で行なわれる。ここでは土壌や水,動 物,植 物 とい ヴた もの示
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この学習の基礎的な部分 を構成す るであろ うが,同 時に子供達は普段人々が レジ ャーとして行な う
ような活動 も体験 したり学んだ りさらには生態系に対 して人間が と・るべ き道 を調べ た りもするであ
ろ う。 つ まり,そ こで扱 う教 育的 デーマは あ くまで 自然環境 に関す る もの ではあ るが,そ の 主眼 と
するところは自然 と人間双方に関 する全体的 な関係や我々の世界 を大切に扱 う態度の育鵬 人間の
生存やレジャー活動のための白熱 資源の活用方法や技術 を学んでい くところにおかれている。広い
意味で解釈するな らば野外教育で扱 うテーマはg我 々の社会演拠 り所 と'している自然資源 と人間 と
の交互作用を学ぶことにあ る。
野外教育は また,社 会的な動 きや歴史等 も含めた文化について学ぶ機会 も提供する。廃城 となっ
た農場や製粉所 を発見 した り,墓 石に刻 まれた碑文や年代の分析,庭 に植 えられている植物 と野性
の植物 との比較な ど多 くの文化的なことを学ぶ ことができる。子供達は また,開 拓者たちの残 した
道 や彼 らの住 居 をた どるこ とに よ リア メ リカ インデ ィア ンの国土 ぺの影響 力 な どを学 ぶ ことに よ り
文化的な遺産 に関する知識 と感謝の念 を高め ることができる。 また自然資源 を利用す るのか残すの
かといった社会問題や社会的な意志決定 を通 じても同時に文化 とは何 かとい うた点に関 して学習 す
るこ と も可能 であ る。
(for)は野外教育の 目的が自然の生態系それ自身のために学習領域におけ る知識 ・技術 ・態度の
分野を実行 してい くことを示 している。すなわち,自 然資源の永続のための自然の理解 と自然の有
効な利用と自然 に対する感謝とを意味 している。(訳お よび要約,下 線は筆者)
以上が野外教育の定義 とその考え方 として最 も広 く認め られ,使 用 されてい るものである。 この
定義の 中には学 習の行 な われ る場 所,テ ーマ,目 的 が含 まれてい る ことが わか るが,そ れ らは非常
に広範囲にわたってお り,極論すれば野外教育 を指導する者の立場に応 じて どの ようにで も解釈が





てい る。 それらの用語 を簡単 に整 理 す る と次 ペ ー ジの よ うに表 す こ とが で きる。
ここにあげた ものぽ》・ずれも野外教育の要素 を含む もの として,あ るいは野外教育 その もの とし
て用いられてい る用語であ る。いずれ も多 くの共通する部分を含んでいるが微妙に異な っている部
分 もあ 凱 その違 いは野 外教育 の定 義の 中のin,about,for'のどの部分 を強 調す るかの違 いに よ・っ
て生 じて ぎそい る もの と思わ れる。 定 義の説 明の中 で も述べ られてい る よう'にこのinaboutfor
は,本 来野外教育の行なわれる場所 と扱 うテーマとその 目的をあらわす ものとされているが,,野外
教 育 の 内容が多様 化す る とと もに複 雑に変化 して きた現在 では,・こめin,about,forをそれぞれ 独










立 した テー:マあ る恥 は 目的 その もの と して とらえた方 が 野外 教育 を よ り理 解 しやすV'もの と考 え ら
れ る。
日本 で もこのin・about・forにつ いZは さ まざ まな解 釈が な されて い るが,や は りこれ らの う,ち
の どの部分 を強調する.かにより,野 外教 育の内容に微妙 な違いが生 じてい る。 日本で行なわれてい
る野外教育は,大 別すると一般 にに次にあげる五つに分 けて考えることがで きる。
:ω 体験 を通 して五感に直接働 きかけ る 「野外における教育」
(2)共同住活 や さまざまな活動で個人 を伸ばす ような 「野外 を用いての教育」
(3)教科に こだわ らず自然について絵合的に学ぶ 「野外についての教育」
ω 人 間 と自然 との望 まししこ関係やあ り方について学ぶ 「野外 を理解するための教育」・
(5)野外を楽 しむ技術 を学ぶ 「野外 を有効に利用するための教育」
この ように 同 じ野 外教育 とい わ れ る ものであ って も,定 義の 中のin,about,forのど 部 分 を強
謁するかに よって自ず とその扱 う内容 や活動内容 に違いが生 じ,その連吟が さまざまな解釈の相違
をも生み出す要 因 ともなってい る。先にあげたい くつかの野外教育関連用語についても微妙 な違い
があ る と述べ たが,こ こでは それ ぞれ の用 語の 違 いにつ い てin,about,forとの関連 か ら検討 レて
み た い 。
ω と{2)の「野 外 に おけ る教 育」 と 「野 外 を用 いて の教 育」 はEducationintheoutdoorsの部分
を強 調 した もa)であ り,(2)の場合 は どち らか とい うとin・よ りもbyの 意 味 合 いに近 い もの であ.る。
こ こ数年L日 本 で も盛hに 行 な われ る ようにな って きた ネ イチ ャー ゲ ーー ム(naturegame)やア ク
ラマ テ ィゼ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム(acclimatization)は(1)のin.を強 調 した プ ロ グ ラム で あ り,直:接
肌 で 自然 と接 す る こ とや 自然 を味 わ うこ とを強調 した もので あ る。 一方,adventureeducationや
experientialeducationは(2)の野外 を用 い ての教 育 を強調 した もの であ り,多 くの 冒険的 な活 動 や
チ ャ レヒジ プロ グ ラムが その活 動内容 の 中 心1とな ってい るOBS(outwardboundschoo1)などが
その代表であ る。 また,最 近盛んに行 なわれてい るイニシアチブプログラムはその多 くが 冒険的な
要素 を含 ん でい るものの,最 終的 に は個人 の リー ダ ー シ ップ能 力や仲 間 同士 の コ ミ亭 ニケ ー シ ョン,
人間関係の向上 をめざす ものとして扱 われてお・り,こ の(2)の部分に相当するζ考えることができよ
う 。 ただ し・experientialeducationの方 は もち ろん 冒険的 な内容 を ち含 ん では い る もの の初 期の
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シ ャー プ達 が唱 えたlearningbydoingの流 れ を 汲 む もの で あ り,そ の 意味 で は(1)と(2)がミ ック
ス され た もの と して とらえ る ことが で きる。
(3)はEducationabouttheoutdoorsを強 調 した もの であ り,そ の代表 的 な もの と して環 曉教 育
(environmenta1education)をあ げ るこ とが で きる。 冒頭 に環境 教 育は野 外教 育 に対 して時 には上
位概念 として考えられた わまた時には下位概念 として考えられた りもすると述べたが,も ともとは
野外教 育 の定 義 の申のin,about,forの中か らaboutの部分 が特 に強 く打 ち出 され て きた もの と し
一
て とらえ るこ とが で きる。
ナ メ リヵにお け る1950年代 ま2の 野外 教育 は どちらか とい うと キ ャシプ教 育 や レク リエー シ ョ
ン教 育 の傾 向 が 強 く,言 わ ばeducationinandfor(use)theoutdoorsとい う傾 向 が 強 く・about
theoutdoors的な内容は ごくわ ずかであ った。 しか し1960年代の後半頃 より環境破壊 や環境汚染
が国家的,さ らには地球的な規摸で問題視 されるよ「う=にな り,野外教育 もその影響を強 く受け内容
も環境問題 を扱 うものが多 ぐな ってい った。 当初は自然環境 その ものを扱 うこと.が多が つたが徐々
に人口問題やエネルギー問題,人 権問題等 も扱 うようにな り,今では人間を取 り巻 くあらゆる環境
を扱 う ように な ってい る。先 に定 義 のなか のoutdoorsの部分 をout-of-doomとして い る定 義 も
あると述べたが環境教育的な内容の濃い場合に この表現が用いられてい ることが多い。環境教育 を
,
野外教育に対する上位概念 としてとらえる考 え方は この環境教育の扱 うテーマの大 きさやその領域
の広 さが それ までの野 外教育 の そ れ を大 き く上 回 ってい るとい うと ころか ら生 じて きた ものであ る。
しかL,フ ィs}ス・フ 矛一 ドは この よ うな傾 向の 中に あ りなが ら今 な おoutdoor/environmental
educationとい う表現 を用いて い る。 その理 由 として,「野 外教 育の 目的f6rtheoutdoorsには も
ともと二つの意味が含 まれてお り,… つは野外ゐ理解,も うひとつは野外の有効な利用があげられ
る。」 と述べ,環 境 が強調 され るあ まり野 外教 育 が本来 持 っで いたoutdoorを有効 に 利用 す るた め
の教育や自然の中での冒険的な活動や共同生活 を通 じての さまざまな効果を決 してないが しろにす
るわけにはいかない点 を強調 しiい る。環境教育は基 本的には野外教 育のaboutの部分が太 き'く強
調 され た もの であ るが その根 底 には依然 としてintheoutdoors・やfoftheoutdoorsが含 まれて
い る こ と を忘 れ て は な らな い で あ ろ う。 ア メ リカ で は'今な おenv量ronmentaleducationとして ア
ウ ト ドア ー レク リエー シ ョンや冒険 的 なプ ログ ラム も実 際 に行 なわ れてい る。 日本 で も近年環 境教
育 という用語が盛んに使わ れるようにな り,ま た,日 本の野外教育の現場に今最 も欠けているもの
の 一つ として さ まざ まな環 境教育 的 プ ログ ラム も行 な わ れる よ うにな って きたCし か し,日 本の 場
合は環境教育 とい った場合,た とえば乱開発に よる自然破壊の防止や環境汚染の防止な ど,あ る特
定のイ,メー ジとしてとらえられがちであ る。環境教育はたしかにこれまでの野外教育を も包括 する
ような大 きな概念 として考えられるべ きではあ るが,基 本的には環:境教育は野外教育にその出発点
があるのであ り,現在 日本で考 えられてい る環境教育 をその まま野外教育 と同 じもの二どして考える
とらえ方 にはあ る種の危険性が含 まれていると言わざるをえない。"
(23)一 一 野外教育の定義とその考え方について 一62
{4)と(5)は,Educationfortheoutdoorsを強 調 した もの で あ る。 た だ し,こ のforに はfor
understandigtheoutdoors「野 外 を 理 解 す る た め 」 とforusetheoutdoors「野 外 を 有 効 に 利 用
':層
ず るた め」 の二 つの 意味 が含 まれてい る。 ア ウ トドアー スポ ー ツや ア ウ トドア ニ レク リエ ー シ ゴン
をその中心的な指導内容 としてい る人 々に とっては 「野外 を有効に利殖す る」 ことを指導 してい く
.1
ことが大 きな 目的 であ り,一方生態学や自然科学的な内容 を指導 している人 々に とってはあ くまで
も 「野外を理解 する」 ことが 目的 とな ってい く。現在ア メ リカa)野外教育参 究に 触 れたaboutと
と もに この うちのunderstandingtheoutdoorsをそ¢}主な 目的 として きわ め て環 境 教育 的 な 内容
にな らてい るの寮特徴であ るのに対 して,日 本七行 なわれているキャン'プ等 を中心 とした野外教育
は ど ち ら か と言 え ばforusetheolltdoorsが中 心 とな っ て お りunderstandingtheoutdoorsの
方 には これ まであ まり重 きが置力・れていなかったの示実状である。-最近でば 日本 で もごれ まであ ま
11
り取 り上 げ られ ることの少 なかった環境教育的なプログラムが多 く行 恋われるような傾向にな りつ
つあ るがア メ リカでは逆に環境教育は既に」個の独立 した存在 として二人歩 きを始めてお り,野外
教育の現場では再び冒険教育や体験教育,特にそれちを通 じての人間教育ぶ見直きれるような傾向
に な りつつあ る。
ま と め と し て
以上簡単にではあるが,野 外教 育はそれを指導するものの立場やその指導内容に よ りさまざまな
とらえ られ方がな されていること,ま た,野 外教育に関連する もの として さまざまな用語が使われ
て い るが それ らは野 外教 育 の定 義の 中 のin,about,forのど 部分 を強 調 す るか に よって微 妙 な違
いが存 在 して い る ことを述べ て きた。
しか し,ど の ような立場あ るいは指導内容であれ野外教育には教育 としての本来の 目標 があ る。
そ れは指 導 を受 け る者 の知 識(knowledge)と技 術(skms)と 態 度(attitudes)の育 成 な らび に
変化向上であ り,そ のための学習の場 として野外 を用いる方法が野外教育の本来の姿であ る。ouレ
doorsに関す る知識 を重要視するな らば その指導内容 は環境教育的あ るいは 自然観察的な ものにな
るで あ ろ う し,技 術 を重要 視す るな らば ア ウ トドアー ス ポー ツや ア ウ ト ドアー レク リエ ー シ ョン的
な ものにな るであろ う。 また態度 を育成するこ とを重要視す るならば,自 然 を大切に扱 うとい う観
点からは 自然保護的な内容 になるし,個 人や仲間 との関係を育て るとい った観点からは 冒険的な内
容や共同生活に重点 を置いた内容 とな ってい くであろ う。 この知識 と技術 と態度のバランスは指導
者の考え方 に より異なるためそこで行 なわれる野外教育の内容はそれぞれ異な った様相を示 して く
る。 しかし,野 外で行なわれる総合的な教育 とい った観点か ら野外教 育を考 えるならば,教 育の 目
標 であるこの知識,技 術,態 度の三つの要素を必ず含んでお くことが最 も大 切なことであ ろう。
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